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子どもの主体性と教師の意図
園長 久永 浩幸

わたしが本園で働き始めて７ヶ月が過ぎました。長く小学校教育に携わってきたので，

当初，小学校との違いに戸惑うことが多々ありました。でも11月を迎え，だいぶ幼稚園

にも慣れてきた気がします。子どもたちと同じで，わたしも日々成長です。ただ，慣れ

てきたからといって初心だけは忘れないようにしたいです。

初心 わたしが疑問に感じることは，保護者の皆さんも同じように疑問に感じてい

らっしゃるはずだから，できるだけ解消できるように園での活動の様子をお知らせし

活動の目的や意味をわかりやすく伝えていこう。

砂場遊びの時，先生方は何をしているのだろう

砂場では，毎日誰かが遊んでいます。だから，砂場は子どもたちが作った穴や山や溝

でいっぱいです。活動の様子を見てみますと，砂をつかむ，握る，固めるということを

細かい指先の動きで器用に行っています。ある子は何を作ろうかと創造力を巡らせてい

ますし，ある子はトンネルを完成させようと，すごい集中力です。また，ある子は団子

を作ろうよと友達に声をかけ，何人かで共同作業が始まっています。わたしも一緒にや

ってみましたが，砂場は足下が不安定で，「立つ」「座る」「しゃがむ」という体勢を保

ち続けるのは結構大変です。

一見，あまり体を動かさない

ように見える砂場遊びも，案

外体力を使うのですね。

さて，遊んでいる子どもに

対して，先生方は何をされて

いるのでしょうか。遠目で見

ていると，先生方はけがをし

ないように見守っているだけ

のようにも見えます。でも近

づいてみると，次のような感

じで子どもとのやりとりが行

われていました。「どうして

うまくいかないのかなあ」「な

るほど。それはいい考えだね」「先生も一緒にやってみようかな」・・・など。

幼稚園では，子どもの思考を促したり，活動意欲が継続するような言葉かけが多くな

されているのですね。（上の保育支援の計画書を参照）

幼稚園教育は，子どもの主体性と教師の意図がバランスよく絡み合うことで成立する

と言われます。大人の「させる」意識が強すぎると子どもの主体性が尊重されなくなる

からです。だから，子どもの姿をよく見て，今何に興味をもっていて，今何をしようと

しているのかよく理解した上で，子どもとともに学びをつくっているというわけです。



お誕生会 月行事 △午前保育

月 日 曜 行 事 保育 給食 預かり

24 金 ○ ○ ○

25 土 ／ ／ ／

11 26 日 ／ ／ ／

27 月 ○ ○ ○

28 火 ○ ○ ○

29 水 ○ ○ ○

30 木 ドライブスルー降園(帖小持久走) ○ ○ ×

10月生まれの子は，これまでで １ 金 発表会予行練習/愛情弁当 ○ × ×

一番多い７名でした。保護者の皆 ２ 土 ／ ／ ／

さんも多数来てくださり，本当に ３ 日 ／ ／ ／

ありがとうございました。どの子 ４ 月 職員会議･研修 ○ ○ ×

も自分の将来の夢をしっかりもっ ５ 火 ○ ○ ○

ており，みんなの前で堂々と発表 ６ 水 巡回図書 発表会準備 ○ ○ ×

してくれました。 ７ 木 発表会 △ × ×

８ 金 ○ ○ ○

一日遠足 12 ９ 土 ／ ／ ／

10 日 ／ ／ ／

11 月 ○ ○ ○

12 火 避難訓練（地震･火災） ○ ○ ○

13 水 卒園･修了記念写真撮影 ○ ○ ○

14 木 保育参観･学級懇談会(年少･年中) 年少･年中 △ × ×

愛情弁当(年長) 年長 ○ × ×

15 金 保育参観･学級懇談会(年長) 年長 △ × ×

愛情弁当(年少･年中) 年少･年中 ○ × ×

16 土 門松作り（親父の会）予定 ／ ／ ／

17 日 家庭教育フエスティバル ／ ／ ／

今年の秋の一日遠足は，鹿児島 （第７回家庭教育学級）

水族館でした。子どもたちにはイ 18 月 ○ ○ ○

ルカの時間や黒潮大水槽，タッチ 19 火 誕生会 ○ ○ ○

プールなどが大変お気に入りのよ 20 水 巡回図書 ○ ○ ○

うで，目をきらきらさせながら見 21 木 クリスマス会 ○ ○ ○

ていました。 22 金 終業式 ，職員会議･研修 △ × ×

23 土 冬季休業（～1/８） ／ ／ ／

幼稚園教諭等研修会 24 日 ／ ／ ／

本園に市内４園の先生方が集ま 25 月 ／ ／ ／

り，よりよい保育を行うための研 26 火 ／ ／ ／

修会がありました。保育参観後の 27 水 ／ ／ ／

分科会では，意欲的な子どもたち 28 木 ／ ／ ／

の態度や的確な支援を行っている 29 金 ／ ／ ／

本園の先生方の姿に対し，お褒め 30 土 ／ ／ ／

の言葉を多くいただきました。 31 日 大晦日


